
 

 

 

国府台女子学院 小学部だより 
２０２５年１２月号 １２月４日発行 

市川市菅野３－２４－１ 

 Ｔｅｌ ０４７－３２２－５６４４ 

  Ｆａｘ ０４７－３２２－５６５５ 

https://www.konodai-gs.ac.jp/ 

１日～５日 マラソン週間（希望者）  

２日 職員会議 

３日 ５，６年生芸術鑑賞 

６日 休業日・入学ガイダンス 

９日 クラブ 

１１日 短縮日課開始、委員会 

１３日 縦割り集会・方面別下校 

１６日 成績会議のため児童自宅学習 

２０日 懺悔会・終業式 

２１日～２４日 ５年生スキー学校 

２５日 合唱部 TBS東関東大会 

２１日～１月７日 冬期休業 

２９日～１月５日 学校閉鎖 

『イエスと親鸞』 
本校は仏教系の学校ですが、小・中・高の「仏教」の授業では、単に仏教や浄

土真宗に留まらず、多様な文化や世界の宗教・思想を学ぶことを重視してい

ます。特にキリスト教・イスラム教・ユダヤ教の根幹をなす「旧約聖書」や、世界

最大の信者数を擁するキリスト教の聖典『新約聖書』をはじめ、幅広いテーマ

を取り上げ、児童・生徒の視野を広げる授業を展開しています。今学期、小学

部６年の「仏教」の授業では、イエス・キリストの教えと生涯について学習を深

めました。キリスト教系幼稚園出身の児童も少なくなく、イエスの人物像に親

しみを覚える声も聞かれました。この学習の中で、児童たちに紹介するイエ

ス・キリストの姿は、小説家でありクリスチャンでもあった遠藤周作氏の提示

する「人間イエス・キリスト」像がお手本です。遠藤氏の著作において、イエス

は世俗的な威厳や権威を示す強者としてではなく、むしろ弱さや悩みを抱え

た人間として描かれます。しかし、その弱々しいはずのイエスが、人間の弱く、

醜く、卑怯な心さえも徹底して受け入れ、常に寄り添い続ける弱々しくも強い

心を持った人間として捉えられていたのが、遠藤氏のイエス観でした。その遠

藤氏の代表作であり、マーティン・スコセッシ監督によって映画化もされた『沈

黙』には、このイエス観が色濃く反映されています。作中、信仰を裏切ってしま

う「弱く」「卑怯」な心を持つ信者キチジローや、信仰を捨てたポルトガル人神

父のロドリゴといった、罪や弱さに苛まれる「弱者」たちに対し、イエスの姿と声

は絶えず愛と赦しを送り続けます。この作品を通じて、遠藤氏は「弱い人間に

こそ、イエスは共に歩んでくれる」という、信仰が揺らぎ続ける人間の弱さを受

け入れる独自のキリスト教理解を示していました。 

私は、遠藤周作氏の描く弱き者に寄り添うイエスの愛の姿は、親鸞聖人の

説く他力本願の精神と深く響き合うように思っています。自力による救済を断

念し、自身の弱さや悪性（悪人）を自覚した者こそが、阿弥陀仏の無限の慈悲

（他力）によって救われるという親鸞聖人の思想。そして、限りなく弱き者に愛

を注ぐイエスの姿。この二人の教えは、人間が完璧な存在ではなく、常に弱さ

と罪の可能性を抱えているという人間存在のあり方を前提としています。真の

「救い」とは、個人の「強さ」や「道徳的な努力」の達成ではなく、自身の「弱さの

自覚」を通じて開かれる「悪人の自覚」こそにあると思います。自らの弱さと悪

を謙虚に認めるからこそ、私たちは他者を断罪する独善から離れられ、共に

弱さを抱える人間として認め、許すことができると考えます。この「弱さの自

覚」に根差した共生の精神こそが、憎しみや対立を超え、国家や民族、宗教・

思想の違いを超えた平和な未来を築く第一歩になるのではないでしょうか。 

今月の目標 
「進んで仕事をし、

後始末もし っかり  

しましょう。」 

心と体はつながっている 
～自制心を鍛えよう～ 

 １１月２７日、５、６年生を対象にスクールカウンセラーの潮先生を講師に

お迎えし、講演会を実施しました。 

 「高学年の時期ってイライラすることあるよね」と優しい語り口でお話が

始まりました。そして、様々な働きをしている脳の中で、特に『前頭前野』

が、①考える力②感情を抑える力③計画を立てる力を司っていること、 

高学年の今頃は、脳の働きが「そろそろしっかり動き始めたぞ！」という

時期であり、発展途中であるから、イライラしたり、批判的に物事を見たり

考えたりすることは当たり前であることを易しく説明していただきました。    

そして、ある学校で起きた水筒に異物を混入してしまった事例を通して、

入れた子の気持ち、入れられた子の気持ちをそれぞれ考えました。入れ

た子の気持ちは、「ほんの軽い気持ちで、ちょっと困らせてやろうとする気

持ちだったかも」等と、少し他人事のように話していた子供たちでしたが、

入れられた子の側に立ってみて、「もう水筒から飲み物を飲めなくなって

しまうかも」と、想像したときに、大変なことだという思いに至った様子が

見られました。 

 さらに、「トイレの花子さん遊び」でトイレを覗いてしまった事例も紹介さ 

れました。そして、高学年になった今の時期でも、先を想像する力が未熟

なので、取り返しのつかない行動を取らないように自制心を鍛えていく↗ 

 

 １２月行事予定 

ことが大切であることをお話ししていただきました。 

 自制心（自分を律する力）は、「気づく力」「止める力」「考える力」

の積み重ねで育っていきます。 

 子どもが、失敗した時こそ、成長のチャンスです。大人が「責め

る」よりも「導く」姿勢で関わることで、子どもは“自分で考えて行

動できる人”に育っていきます。 

 ご家庭と学校とで協力し、子どもたちが自律し、そして、心豊か

に成長できるよう導いていきましょう。 

 以下、具体的にできる行動を紹介します。 

＜自制心を鍛えるために 基本の行動＞ 

① 食事をバランス良くとる。 

② 十分な睡眠時間をとる。 

③ 安心できる人とコミュニケーションをとる。 

＜自制心を鍛えるために いらいらした時の行動を鎮める方法＞ 

① 深呼吸３回。特に息を深くはく。眠気にも有効。 

② 感情的に行動を起こす前に１０秒数える。 

見てみよう！聞いてみよう！ 
２年生が、生活科の学習で、地域の様々な人や場所と関

わっていることを知り、他者と関わることの良さに気づき、

地域に親しみを持つことを目的に町探検に出かけました。

菅野公民館、郵便局、レストラン、パン屋さん、ホームセンタ

ーに行きました。子どもたちは、“一番大変なこと”、“うれし

いこと”など、積極的に質問しメモを取っていました。 

パン屋さんの社長さんのお話を紹介します。社長さんは

‘相田みつを’さんの言葉の中で、「しあわせは いつも自

分の心が決める」が一番好きだそうです。自分がつらいと

か嫌だなと思うと苦しくなるけれど、プラスに物事を考えて

いれば、つらいことも大変なこともそうではなくなって、い

つも周りに感謝して過ごせるということです。だから、大変

なことは‘何もない’とお話ししてくれました。 

こんな穏やかな気持ちで毎日を過ごしていきたいと思い

ました。 

 

＊３学期始業式 １月８日 

     

 よいお年を 

お迎えください 
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